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2013 年 10 月 27 日 奈良県奈良市 

関西学生オリエンテーリング連盟第 2 回

定例戦 兼 新人戦 

 

 

苛酷な新人戦 
今年度、関西学連では 2 回の定例戦

が開催された。第 1 回は大阪大、奈良

女子大、神戸大を主管として 5 月に生

駒山麓公園でパーク O が行われた。そ

して通年通り、第 2 回は一般クラスで

の関西勢の闘いに加え、正式に各大学

に新人が加入した状態での初めての定

例戦ということで「新人戦」と銘打っ

て、「半年経ちましたが誰が 1番早いの

でしょうか」という新人クラスでの新

人同士だけの熾烈な戦いが見られるこ

ととなった。 

さらに今回は大柳生でのロングディ

スタンスを、という主管である京都大、

京都女子大のスタッフ一同の熱望・渇

望のもと、昨年そして一昨年から一転、

従来京都東山で開催されていた「長く

てキツいコースでの新人への洗礼」の

再来となった。 

 

(目に気迫が感じられる葛野選手) 

 

 

感嘆、悲嘆交わる速報 
今回の大会、ひとつの見所となった

のは新人クラスの中間速報である。第 1

給水地点、第 2 給水地点、そしてゴー

ルにて速報が行われた。会場で速報が

アナウンスされる度、悲鳴に近い歓声

があがる。優勝カップを手に入れるの

は我らの大学だ、と意気込む各大学の

上回生や OB、既にゴールした新人選手

の心音が聞こえるかの如くだった。中

には周りがビッグ・ミスで脱落する中、

きっちりと自分のオリエンテーリング

ができたのか、怒濤の勢いで順位を上

げる選手の様子も分かり、誰が優勝す 

 

 

るのか緊張な面持ちで見守る参加者も

見られた。 

 

大阪大、君臨 
 新人戦の優勝者は男女ともに大阪大

の選手となった。男子クラス優勝の松

浦選手(大阪大学 1 年)はほとんどミス

なく気持ちよく完走できた(本人談)と

いう言葉通り、集中力を切らさない安

定したレース運びで、終盤で同じく大

阪大の秋山選手を抜き去って堂々の 1

位に輝いた。秋山選手は中盤までダン 

トツの 1 位で他を圧倒していたが、松

浦選手の粘りに一歩及ばず、僅差での 2

位。だが、3位以下に 5分以上の差をつ

けて大阪大のタフさと粘り強さを他大

学に見せつけた。3位に入賞したのは今

年度インカレロング新人クラス入賞者

の葛野選手(京都大学 1 年)。随所でそ

の鍛え上げられた強靱な脚力を見せつ

けたが、大きなミスがあり苦杯を嘗め

させられる結果となった。 

 

 男子と一転、女子優勝者の帯金選手

(大阪大学 1年)は「ミスが所々あった」

と語る通り、大きなロスタイムがいく

つかあったものの、その後のレッグで

圧倒的な走りでの追い上げを見せて圧

巻の優勝。2位から 4位は 1分少しの間

に固まる接戦。最初から最後までミス

を最小限に抑えられた小谷選手(奈良

女子大学 1年)が 2位に付け、序盤にミ

スをしたもののその後は冷静にミス無

くぐいぐいと追い上げた石野選手(京

都大学 1年)が 58秒差で3位となった。 

  

関西の新星、秋の柳生に爆誕せり 

 

大会 
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威厳を見せつける一般クラス 
MFクラスよりも約 1km長い MAクラス。

京都大は上回生全員が運営にまわった

ため、大阪大の上回生と社会人や OBの

戦いの様相を呈した。結果は京都大 OB1

年目、同大学でコーチを務める寺田選

手が 1位、次いで 2位はインカレロン

グ選手権クラスを走った大阪大学 4年

堀選手となり、どちらも意地を見せる

結果となった。 

 

一般クラスに切り込む新人 

新人で一般クラスに出場した者がい

た。インカレロング新人クラス優勝者

の京都大 1年の浅井迅馬選手、神戸大

１年の岩切選手だ。彼らは数少ない経

験者として、敢えて新人クラスでなく

一般クラス出場を選び、上回生達に刃

をたてるかの如く完走した。常に高み

を目指すもう一つの関西の新星たちの

これからの活躍に期待したいところで

ある。 

 

 
(大会後のコンパにて新人クラスの表彰が行

われた。右が MF 優勝の松浦選手、左は昨

年度優勝の糸井川選手) 

 

 
 

 
 

大会概観 

運営面で、いくらかのミスが見られ

た。テープ誘導を見落とす参加者を出

してしまったり、前日設置の際に必要

な備品を失念したりと、学生だからと

許されないミスが生じた。部員増加に

よって大規模な運営が可能となってい

る今日この頃だが、質を落としてしま

っては意味がない。運営者としても教

訓を得る大会となってしまった。今後

は、関西の学生として恥ずかしくない

大会運営を目指していきたい。 

 

結果 

ＭＦ - 4.5km ↑395m 

1   松浦知佑 1:22:09 阪大 OLC 

2   秋山周平 1:22:52 阪大 OLC 

3   葛野 力 1:28:24 京大 OLC 

 

ＷＦ - 2.2km ↑180m 

1   帯金未歩 1:01:39 阪大 OLC 

2   小谷麻緒 1:06:20 奈良女子大学 

3   石野陽子 1:07:18 京大 OLC 

 

 ＭＡ - 5.5km ↑560m 

1   寺田啓介 1:18:40 鞍部同好会 

2   堀裕多 1:21:13 阪大 OLC 

3   入谷健元 1:23:25 朱雀 OK 

 

ＷＡ - 3.2km ↑280m 

1   井出恵理子 0:52:17 朱雀 OK 

2   佐野まどか 0:57:00 京都府協会 

3   五味あずさ 1:10:30 金大 OLC 

 

(写真提供：京都大学 2年 伊藤陵) 

(記事：京都大学 4年 福居宏大) 


